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6 十和田湖資源対策調査

A 生態学的変動

調査目的

十和田湖におけるヒメマス資源に関する生態学的変動を把握し資源対策に資する。

調査内容

1. 調査期間 昭和 50年 4月-51年3月

2. 謁査場所 十和田湖

3. 調査員 次 長

主任研究員

4. 調査項目

(1) 環境調査

(紛 ヒメマスの生態に関する調査

(3) 親魚生態に関する調査

(必漁獲量調査

5. 調査方法

頼 茂

金沢宏重

(1)については，十和田湖ふ化場で実施した観測値及び東北電力会社の資料を基にした。

(2)・(3)については，各月試験網(刺網)によって得た材料を用いた。

(心については十和田湖3地区の集荷所及び個人よりの聴取りによった。

E 調査結果

1.夏期(7月)低温 (160C)に経過し.9月上旬高水温(2 7.6 oc )を記録したととは，例年に

比べて 10日乃至 208水温上昇期の遅れを示している(図 1)。

2. 湖水位は，過去 5ヶ年のうち各月共長高水位で経過した。

3. 水質について，西湖中央部における観測結果値から異常は認められ念い。

4. 動物ブラシクト Yの出現種は例年と変わり念いが.8月には"，'当り平均 9，567個体と最高発生

量を示した。

5. 本年の親魚は総体的κ小型(体重2009前後，字卵数 500粒前後)であったのに対し，キラ

は全般的に型も揃って平均 14 0 9と檎々大型であった。

6. 親魚の成熟推移は図 Eに示すとおり 8月から急速に成熟が進む。

7. 各月におけるヒメマスの摂餌状況は春秋はヨコエピ類，夏はミジシコ類を多食しているが，勿論

とれらの混食もみられる外に昆虫や魚類も食している(表 1)。

8. 自然部F床の確認争図 Eのとおり行左ったが，産卵床は湖概の傾斜面に檎々礁混りの砂地々帯に

集団的に造られ，水深2-3m附近に多い。

9. 本年のヒメマス漁獲量は上限(4 0トン)に近い約 39トYが水場げされたが，尾数に換長する
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とキラの魚体が大きいとともあって 25万尾程度と在る(表n)。

W 調査の成果と今後の問題点

1 調査の成果

(1) 

(2) 

親魚の成熟過程と環境条件(特に水温)との関係争明らかにする可能性がでた。

自然産卵床を多〈確認したととによって天然資源と放流量との関係を調査する手懸りを得た。

2. 今後の問題点

資源動態を把握する上に必要左標識魚の再構確認調査争毎何継続する必要がある。
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十和田湖ヒメマス漁獲量調査表

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0月 1 1月 計

休 屋
(132) (547) (467) (261) (499 ) (59ヨ) (674) ( 84) ( 3，2 6 3 )k9 
699.4 2，5 50.0 3，41 0.7 759.7 1，825.7 2，716.7 4，7 3 0.8 5 14.6 17，207.6 

字 棒 部
( 38) (331) (245) (194 ) (208 ) (299) (277) ( 24) ( 1，61 6 ) 
11 8.2 1，890.1 1，330.2 682.7 689.0 984.2 1，054.4 69.6 6，8 1 8.4 

大川岱
( 40) (334) (267) (201 ) (287) (359) (376 ) ( 58) ( 1，922 ) 
15 2.6 2，349.1 2，4 26.9 604.3 1.1 3 8.9 1. 5 6 4.8 2，28 0.2 342.8 1 0，859.6 

計
(210) (1，212) (979 ) (656) (994 ) ( 1，257 ) (1，327) (1 66) (6，801 ) 
970.2 6，78 9.2 7，1 67.8 2，046.7 3，653.6 5，2 65.7 8，065.4 927.0 34，88 5.6 

昭和 50年度表 E

1
1
品

O
H
l
'

とのほかに試験用 64.6k9十遊漁考4，00 0 k9 (推定)

3 8，9 5 0.2 k9 合計)内は延出漁人数

(@ 6月20日より 7月 10日まで休漁)〔註〕



B 異常磐死陀関する底質調査

調 査 目 的

鉱山排水と生活排水による底質悪化とヒメマス異常姥死との関連孝明らかにする。

E 調査 内 容

1. 調査期間

2. 調査場所

3. 調査員

昭和50年 6月10 -1 1日

十和田湖内 定点 10点

他 10点

(第 l図参照)

淡水養殖部長 長峰良典

技師

" 

原 口 健 一

山口伸治

4 調査項目及び調査方法

イ採泥

15cmx15cmのエァクマンパージ採泥器争使用し，採泥器に入った試料は 250 mtのスチロ

ール管瓶に密封して持ち帰った。

ロ全硫化物

試料 0.20-2.0 09を秤量し，硫酸々性にして発生したH28をガス検知管に吸収させて測定

し，無水物の仰に換算した。

ノ、 COD

試料1.0 0 -4. 0 0 9をとり， HaoHアルカリ性のもとでN/I0KM aO 4を逆滴定した。ま

た，前記と同様にして，水分含有量争求め， 02 1lI9/乾泥9で示した。

ニ強熱減量

水分含有量を測定し?と後の乾泥約 10 9を磁製/レツポにとり，電気炉を用いて 500-7000C

で 1-2時間強熱し，冷却後秤量して強熱減量を求めた@

ホ有機物量

乾泥 0.59前後寄?とり， H 2 804酸性のもとで INK2 C r，を用いて酸化し，消費された

K2 Cr 0，考逆滴定した。(温排水調査指針)

へ重金属類

試料の前処理として，無水物試料 3-309を秤量し，全水銀定量用分解装置を用い，濃硫酸

1 0 miで湿式灰化し，。ヨ過後定容とした。測定は日立製 208型原子吸光分光々光計によって，

T→19，Cu，Mn，Ca ，Pb，Zn，Cr 7種を測定した.とのうち， T-H9は所定の付震装

置をT使用した。
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E 調査結果

第1表・第2表のとおりの調査結果会得た。

全硫イ働， COD等について

1.定点調査

調査結果から判断すると， 8 t 4以外泥で，色相は灰色系統である。 CODκ関しては 8t 1， 

3，6，7，8，10，11が， 20 砂/9を超えている。 8t 1は， 6 7 ， 6 2 (mt;/ 9 )という異常

に高い値が観測されている。(COD→20mg/9という値は，水産環境基準値。)全硫化物に関し

ては， 8 t 1 ， 8 ， 9 ， 10が 0.2砂'/9を超えている。 8t 1は ，0.82mg/9という高い値が観測さ

れている。 (H2S→ 0.2mg/9という値は水産環境基準値。)1 • Lに関しては， 8tl，7，11

が 10%以上の高い値が観測されているが特に 8t 1は 13.8 %と高い値である。有機物量に関し

ては， 8t1 ， 10 ， 11 が 10%以上の高い刷~観測されているが， 8 t 1は16.2 %を示してい

る。全体を通してみて，水産漂境基準(COD→20 mg/ 9 ， H2 S→ 0.2mg/9)を満しているの

は， 8t4，5 だけで，残りは，何れも基準値以上で， 8t1，8，9，10は両方とも基準値以上

であり，特に 8tl，10に関して，汚染が著しい。とこで， 8tl，9，10， とも人口集中地区

なので，生活排水の影響によるものと推察される。 8t 8 VL関しては，取水口があるのと，西南風

による湖中央部の表層有機物ば運ばれ蓄積したものと考えられ，結果的にCOD値等が高〈でたも

のと考えられる。 COD値の大きさに比較して，有機物量(炭素として)が， 6.4 9 %と低いとい

うととは，有機態N'H等割合が大きい故と考えられる。

即ち汚染では左〈生態的起源によるものと推察される。(取水口構造一逆に湖内VL逆流するとと

もあり，取水口付近が判川の影響争受けている可能性がある。)文， 8t6，7，11のCOD値

が比較的高いのは，長深部であるため，底質の流動が小さく，年次的有機物の蓄積によるものと推

察される。(過去の調査で，最新部における新生堆積物量が，他と比較して多いととが判明してい

る。 1967年長峰・佐藤。)

2. 細密調査

ヒメマス等の異常型車死が発生した西湖について調査争行在った。その調査結果は表 1の通りであ

る。 CODに関して， 8 t 1 7を除いて全部 20mg/タ以上で平均値 48.4 4mg/9で，水平分布は

第2図の通りである。だいたい湖岸に平行して 10m前後の等深線付近が高〈走っている。とれは

西湖が 7月に西風， 10月に西南風が卓越するととと比較的閉鎖的糊域争示すととにより，和井内

と休屋の生活排水が東岸に吹きょせられ蓄積したものと考えられる。

全硫化物に関して， 8t3，17，18を除いて全部 0.2mgノタ以上で平均値は 0.66mg/9で，

8t20においては1.5 mg/タという非常に高い値を示している。水平分布は，第3図の通りである。

強熱減量に関して， 8 t 3， 1 7 ， 2 0.5を除いて全部 10%以上で平均値は 11.11%で， 8 t 1 4 

において 13.9 7 %という高い値が観測され，その水平分布は第 4.図の通りである。有機物量に関

して， 8 t 3 ， 1 6 ， 1 7 ， 2 0.5を除いて， 10% 以上であり平均値 11. 9 7婦である。 8t 2 0 

陀おいて， 1 9.8 8 %という非常に高い値が観測されている。水平分布は，第5図の通りである。

有機物及びCOD分布は強熱減量の分布傾向と若干相違するが，有機物量の分布傾向が最もその特

徴を明瞭に現している。
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全体的にみて，西湖の東側が西側に比較して高い値をとっている。そして， st3，16，17以

外COD，全硫化物共に水産環境基準値よりか左り高い値を示している。す"t.eわち，底質に関して

汚染が進行していると見てきしっかえ念いと思われる。全硫化物からみると，底生生物が穣息でき

左い濃度とされている 11l19/ダを stI8，19，20は超えている。平行して，底生生物調査を行

在っていてい左いため判りきした裏づけができ左いが，とのままでゆ〈と，近い将来西湖における

ヒメマス等の漁獲量が減少するだけで左<，西湖西岸のヒメマスの天然産卵床左どにも悪影響をお

よぽす可能性がある。近い将来，和井内，休厚からの生活排水の処理施設が必要であると考えられ

る。

3. 金属類

底質に含まれている金属類は，他の湖に比べ非常に多いととを昨年の調査で指嫡したととろであ

るが，本年度休屋前の西湖を細密調査した結果争第 2表および金属類の水平分布を第 6図 1，第 6

図2VC示した。調査点 1-1 1までの分析値について 49年度と一致し左いところがあるが，これ

は採泥器の相異(4 9年度は SK式， 50年度はエァクマンパージ採泥器)によるものである。

各金属の存在量と分布の傾向を見ると次のとおりである。

T -H9: 0.1 1 -3.3 6 p pm 西湖に多い

Cu 4 1 -4 5 3 ppm 一定の傾向を示き左い

Mn 1 1 8 --5，1 5 3 p pm 深い部分VC多い

Cd 2. 3 -4 O. 7 p pm 西湖κ多い

Pb 41-837ppm 一定の傾向を示さをい

Zn 1 8 8 -2，9 3 4 p pm 一定の傾向争示き左い

Cr Tr-l1.7ppm 深い部分に多い

本年度調査点 12において，採泥層に入った泥争表層と下層に分け分析したととろ，第2表に示

したように， Mn，C rを除き位向金属は下層に多いととがわかった。 ζのζ とは卜和田湖の金属汚

染は相当前から始まっていることがうかがわれる。湖の泥の沈積速度がどの程度か九られてい左いが，

中禅寺湖の 0.211111/年と同程度とする数百年以前から蓄積されていたととになる。

金属の蓄積と生物との関係について，詳しいζ とは不明であるが，現在の湖の生物相から見て，

影響を及ぼしているととは断定出来左いまでも ζの点に関しては今後の調査が必要である。

IV 調査の成果および今後の課題

1. 水質調査結果(S 4 9.1 0.3 1秋・水試)をみると， S S値以外の項目は，水産環境基準を下ま

わっている。懸淘物質量の基準値は， 14 ppm以下とされているが，調査結果では 0.5-9. 0 ppm 

の範囲にあ cて平均値 4.7ppmと，高い値を示している。とれは沈降粒子(ブラシクトシ，有機

デトライタス， e t c)が，底質に有機物量含供給していると思われるのでとの懸淘物の供給源に対

する詳細左調査が望まれる。念お，各調査項目と水深の関係は第 7図に示した通りであるが， ζの

図から水深50 m以浅では浅〈走るほど高<，それ以深ではそれ程でもなL、。
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文， CODとH2S ， C ODとI.L，CODと有機物の相関係数はそれぞれ， 080 3 ， 

( 0.7 7 8 ) 

0.843 ， 0.926 ，でその相関図は第8図ー 1，第8図ー 2，第 8図-3VL示した。

( O. 8 8 1) (0. 9 4 2 ) 

41.093 

9.77 6 

一S

一物

一2

一機

一H
一有
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第 1表 十和田湖底質分析結果

観測地点 観測時 水深 外観 色 水分含量 全硫化物

m % 0.8~ 1 6 • 1 0 1 1.5 泥 灰 8 2.1 8 

3 ' 39.0 ' 灰 褐 7 9.7 8 0.00 

4 ' 46.0 砂泥 褐 3 9.0 8 0.00 

5 ' 7 1.5 泥 灰 5 5.1 0 O. 0 1 

6 ， 102.0 # 灰褐 8 1. 7 9 0.08 

7 " 102.0 ' " 8 2.9 7 0.09 

8 6 . 1 1 6 7.5 '藻類 灰 62.35 0.2 7 

9 ， 68.0 泥 黒灰 7 6.4 6 0.32 

1 0 " 28.0 相 褐 70.67 0.21 

1 1 ， 90.0 ' 黒灰 8 7.9 8 0.0 2 

1 2 6 . 1 0 1 5.5 " 灰 褐 7 4.6 8 0.83 

1 3 ' 1 9.5 ， 灰 8 3.6 4 0.56 

1 4 # 28.5 ， 灰褐 8 2.7 3 0.24 

1 6 ' 35.5 ， 
" 8 3.9 7 0.0 1 

1 7 # 29.0 ， 褐茶 67.63 0.01 

1 8 ， 1 9.5 哩 黒 8 4.8 7 1. 1 1 

1 9 ' 1 4.0 ， 灰黒 8 4.27 1. 1 4 

2 0 ' 8.5 ' 
， 86.41 1. 5 1 

2 O. 5 " 5.0 . ~鹿類 黒 6 5.4 9 0.9 1 

O. 5 " 7.5 ， 黒褐 7 6.0 9 0.8 5 
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( 5 0年 6月10臼採泥)

C 0 D 強 熱減量
溶 存 酸 素 p p m  

有機物量
- 1 m -10m  

6 7.6γ9 1 3.8 1 
% 

1 0.83 1 1. 7 6 1 6.20係

2 0.0 5 8.88 5.59 

9.1 4 3.88 2.2 1 

1 4.60 4.91 2.9 6 

3 4.49 8.44 7.74 

3 1. 4 6 1 0.79 8. 1 1 

3 1. 0 8 6.8 9 6.4 9 

1 9.59 6.6 4 9.68 

4 1.08 8.4 6 1 0.07 

5 8.60 1 2. 1 4 10.97 

6 5.42 1 3.55 1 1.0 4 
(-14m) 

1 6.0 8 1 2.36 

4 5.66 13.97 1 0.8 8 9.9 1 
(-17m) 

1 3.74 
1 2.4 5 

3 2.2 6 1 1. 0 .. 一
(-27m) 

1 2.1 4 
1 2.76 

3 6.1 2 1 0.25 1 0.8 9 1 1.8 3 
(-34 m) 

8.7 9 
1 2.86 

8.82 6.08 1 1.0 5 1 2.40 
(-27m) 

1. 9 8 
1 2.9 3 

62.73 1 3.7 0 1 U. 7 9 1 2.33 (ー 18m)
1 3.6 1 

1 2.5 9 

5 3.0 5 9.65 1 0.94 
(-12m) 

1 3.7 5 
12.33 

8 7.25 1 3.43 1 0.8 1 
(ー 7m)

1 9.8 8 
1 2.0 9 

4 1. 4 1 7.52 1 1. 3 1 9.04 

60.9 8 1 1. 5 0 1 0.9 0 
( -6m) 

1 2.8 7 1 1. 5 5 
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第2表 +和田湖底質 分 析 結 果

(昭 5O. 6.10.採泥)

調査点
Hg Cu Mn Cd Pb Zn C r 

ppm pp町1 ppm ppm ppm ppm ppm 

1 1.18 244 1 78 40.0 194 367 t r 

3 0.84 213 1，576 7.6 837 188 3.1 

4 0.11 453 1，308 8.5 576 2，1 1 2 6.6 

5 0.27 4 1 1，006 2.3 41 402 1 1.7 

6 0.86 202 5，153 8.0 417 1，10 4 9.8 

7 0.80 228 4，632 8.6 537 1，29 7 8.7 

8 0.39 63 575 3.2 500 2.1 

9 0.5 7 11 2 7.3 187 937 3.6 

1 0 0.74 63 542 5.7 68 741 2.3 

11 1.3 7 21 3 8.6 522 1，11 5 8.6 

12※1 1.0 1 74 241 9.3 93 855 t r 
※採泥器に入った
泥の売買尚も 3棚

12※2 1.40 128 230 2 1. 7 222 1，5 3 0 t r ※ q 3明 -6cm

13 0.8 5 103 349 1 2.1 178 1，1 39 4.:1 

14 1.77 185 1，059 9.2 345 1，093 5.0 

16 1.61 1 30 134 2 2.4 1 84 1，699 1.8 

17 3.36 85 1，503 5.0 251 902 3.0 

18 2.93 293 538 4 0.7 522 2，934 6.5 

19 2.3 8 232 1，047 14.3 785 1，903 5.6 . 
20 1.9 6 233 1 77 52.1 21 9 2，979 1.9 

20.5 0.42 6 1 1 1 8 1 2.7 46 1，224 0.8 

0.5 0.23 103 1 99 10.7 5 3 1.222 1.5 
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